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論文内容の要旨
【目　的】
肺野結節には、肺癌や肺転移などに代表される恵性腫瘍、過誤厘などの良性の腫瘍の他、器質化
肺炎や結核厘といった炎症性の病変も含まれる。腫瘍性病変は、その病理組織が得られやすいこと
から、CT等の画像と対比して詳細な検討がなされてきているが、器質化肺炎や結核厘に代表され
る肺野良性結節の特徴については、まだ充分に解明されているとは言えない。また、肺野結節の造
影能が、良悪性の鑑別のよい指標との報告があるが、我々は良性結節においても、強く造影される
症例を多く経験している。そこで、HRCT（highresolution CT）およびIDCT（IncrementalDynamic
CT）を用いて、肺野良性結節の形態的特徴及び造影効果を検討し、その特徴を明らかにすること
を試みた。
【対象および方法】
1．HRCTでの形態的評価
対象は91－95年に当院にて肺野結節の精査目的でCT検査が施行された症例のうち、良性結節
と診断された54症例54結節。HRCTは、3mm厚、連続19スライスで撮像。このHRCTフイルムを
用いて結節の三次元的形態、既存構造と結節の関係、結節周囲の付随所見を解析した。結節の三
次元的形態より結節の形態を、AからDの4型に分類した。既存構造と結節の関係については、
主に気管支肺動脈東との関係にポイントを置いた。
2．IDCTでの造影効果の検討
対象は上記54症例のうちIDCで施行された25結節。造影剤（イオパミロン　370）120mlを3ml／
secで静注し、注入開始後20秒、90秒、．180秒においてHRCT同様に撮像した。造影剤注入前およ
び、注入後の3つの時相において結節内同一部位のCT値を測定した。組織が確認できている11
症例のうち、その組織標本（HE染色）が得られた8例（結核腫4例、器質化肺炎3例、肺膿瘍
1例）については、組織の弱拡大像（40倍）の1視野あたりで、内腔が0．02－0．10mmの血管、およ
び内腔が0」．Omm以上の血管の本数を数えた。
【結　果】
1．HRCTでの形態的評価
結節の三次元的形態は、類球形（A）が33％、陥凹ないしは直線的辺縁を持つ多面体（B）が37
％、気管支肺動脈束に沿う棒状影（C）が13％、胸膜に接した半球状（D）が17％であった。気
管支肺動脈束との密接な関係が、類球形以外で92％、全体でも78％と高頻度に認められた。
2．IDCTでの造影効果の検討
造影効果の平均値および標準偏差は、20秒後で25．7±21．9HU、90秒後で41．0±21．2HU、180秒
後で44．9±20．1HUであった。基準造影効果量とした90秒後において20IiU以上の強い造影効果を
示すものが25例中18例（72％）と多く認められた。20HU未満の造影効果しか示さなかったもの
の中には、組織の確認された結核厘の全4例が含まれていた。　組織標本が得られた8例の血管
数は、内腔0JOmm以上の血管は結核厘の全4例ともが0本であったのに対し、器質化肺炎では2
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「本から5本、肺膿瘍では4本見られた。
【考　察ヨ
日常臨床において肺野良性結節を経験することは多い。器質化肺炎や結核厘などは、ときに肺癌
との郡Uが困難で開胸肺生検や胸腔鏡下肺生検が行われる症例が存在する。今回行った三次元的形
態の検討では、良性結節全体のうち類球形のものは約1／3に過ぎず、その他はすべて、陥凹ない
しは直線的辺縁を持つ多面体、気管支肺動脈束に沿う棒状影、胸膜に接した半球状などの多彩な形
慾を呈することがわかった。また注目すべきことは、気管支肺動脈束との密接な関係が、高頻度に
認められたことである。
過去の報告では、肺野結節の造影が20HU以上であれば、悪性であるよい指標であると報告して
いる。これらの報告に反して、今回の我々の検苛では25例中18例と多くの良性結節が20HU以上の
掛、造影効果を有していた。この主な理由は過去の報告で検討された良性結節は結核脛や過誤腫の
みで、日常見られる頻度が高い器質化肺炎が含まれていないためと思われる。良性結節の中には造
影効果を欠くものの他に、強い造影効果を示すものが少なからず含まれることになり、造影効果の
強弱のみによって良悪性の判定をすることは困難であると思われた。今回、組織標本の得られた8
例について血管数を計測したところ、造影効果を欠く結核脛はその大部分が乾酪壊死組織に占めら
れており、血管は壊死辺縁の線維化部にわずか認められるのみであった。一方、強い造影効果を示
した器質化肺炎や肺膿瘍では多くの血管が認められ牢。症例数が少なく造影能と血管数との有意な
相関を得ることはできなかったものの、良性結節においても、造影能と血管数との相関が推測され
た。
監結　論ヨ
良性結節の形態は、類球形ばかりでなく、気管支肺動脈東に沿う楯状のもの、胸膜に接した半球
状のもの、あるいは陥凹または直接的な辺縁を持つ多面体形を示すものが高頻度に認められ、その
多くに気管支肺動脈束との密接な関係が認められた。
結核屡を除いた良性結節の中には、20HUを越える造影効果を示すものが多く認められた。造影
効果のみで良悪を判断することは困難であり、良性結節にしばしば認められる棒状、多面体、およ
び気管支肺動脈との強い関係などの形態的特徴を、同時に考慮する必要がある。
論文審査の結果の要旨
本研究は肺野良性結節の特徴を明らかにする目的で、高分解能CTおよびインクリメンタルダイ
ナミックCTにより、54例の良性結節の形態的特徴および造影効果を検討したものである。
良性結節の形態は類球形のみならず、気管支肺動脈束に沿う棒状、胸膜に接した半球状、陥凹ま
たは直線的な辺縁を持つ多面体を示し、かつその多くに気管支肺動脈束との密接な関係が認められ
た。結核鹿を除いた良性結節の中には、20HU以上の造影効果を示すものを、高頻度に認めた。
以上より、肺野良性結節のCT診断において、造影効果のみでは艮悪性は判断できず、良性結節
の形態的特徴、および気管支肺動脈束との関係などを、考慮する必要性が示された。
以上の研究は、造影効果が強ければ悪性腫瘍であるという認識が必ずしも正しくないことを明ら
かにしたものであり、博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。
なお、本学位授与申請者は、平成11年2月2日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け合格
と認められたものである。
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